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我々は最近、遠紫外(FUV, <200 nm)から深紫外(DUV, <300 nm)領域を利用した新しいプラズモン

共鳴(SPR)センサーの可能性を提案し、報告してきた[1]。本系は、紫外域における物質の高い屈折

率や豊富な電子共鳴により、高いセンサー感度や物質選択性が期待できる。また、波長の短い光

を利用するため、測定空間に対応するエバネッセント波の染み出し深さが小さくなり、従来の可

視 SPRセンサーよりも高い表面敏感性が期待される。本発表では、アルミニウム上にナノメート

ルオーダーで厚さを制御した有機薄膜を作成し、SPR特性に及ぼす影響について報告する[2]。 

 具体的には、サファイヤプリズム上に蒸着したアルミニウム上に、スピンコート法で厚さを制

御した(3-100 nm 程度)有機薄膜を蒸着し、SPR 波長の変化を測定した。スペクトル測定には、独

自の減衰全反射(ATR)型の分光装置を利用した。有機薄膜としては、厚さをナノメートルオーダー

で簡便に制御できる、イオン液体 (Methyl-trioctylammoniumbis(trifluoromethylsulfonyl)imide: 

MTOA-TFSI)を用いた。イオン液体薄膜の膜厚を制御するために、メタノールを溶媒として、イオ

ン液体濃度を 0.1-4.5 wt%の間で変化させてスピンコートした。スピンコート前のアルミニウム薄

膜からの反射光をリファレンスとして、イオン液体薄膜形成後の反射スペクトルを測定した。 

その結果、イオン液体濃度が高くなるほど、SPR波長はレッドシフトした(Fig. 1)。X 線光電子

分光法(XPS)で見積もったイオン液体薄膜の厚さは、0.1 wt%で約 2.8 nm、1.0 wt%で約 16.4 nmで

ある。すなわち、ナノメートルオーダーのイオン液体薄膜の厚さ変化を検出することができた。

また、3.5 wt%と 4.5 wt%の場合にはほとんど SPR波長に差が見られないことから、これらの濃度

で作製したイオン液体薄膜の厚さが、本系の測定空間に対応していると考えられる。これらの挙

動について、フレネルの式に基づく数値シミュレーションによる検討も行った。 

 
Fig. 1. Reflection spectra of the Al film on the sapphire prism on which the ionic liquid films were spin-coated 

with (a) 0.1, (b) 1.0, (c) 1.5, (d) 3.5, and (e) 4.5 wt%. Inset values represent the SPR wavelength.  
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